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本
年
四
月
末
日
を
も
っ
て
平
成
の
御
代

が
替
わ
り
ま
し
た
。
直
ち
に
践
祚
さ
れ
た

新
天
皇
を
戴
き
、
明
く
る
五
月
一
日
に
、

令
和
と
い
う
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
連

綿
と
続
く
こ
の
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
い
う
時
代
は
、

特
に
世
界
の
中
に
お
け
る
今
の
日
本
の
在

り
様
を
紐
解
く
要
因
を
秘
め
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
昭
和
二
十
年
八
月
に
、
国
を
失

う
危
機
の
後
、
二
十
七
年
に
再
生
日
本
の

復
権
か
ら
長
き
に
亘
り
蝕
ま
れ
た
と
も
言

え
る
我
が
民
族
の
誇
り
と
歴
史
。
そ
の
反

面
、
経
済
、
産
業
な
ど
は
飛
躍
的
な
成
長

を
遂
げ
ま
し
た
。
激
動
の
昭
和
か
ら
平
成

に
移
り
、
約
三
十
年
あ
ま
り
の
時
代
を
通

じ
て
私
達
全
教
神
協
の
先
人
た
ち
と
共

に
、
教
育
に
携
わ
る
神
職
と
し
て
の
使
命

を
全
う
す
べ
く
模
索
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
新
し
い
時
代
「
令
和
」
を
寿
ぐ
た
め
に

も
、
歴
史
、
特
に
「
平
成
」
を
省
み
て
、

為
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
や
り
残
し
た
事
、

見
過
ご
し
た
事
、
し
て
は
い
け
な
か
っ
た

事
を
考
察
し
今
後
の
糧
に
し
た
く
思
い
ま

す
。
歴
史
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
歴
史
を
誤
っ
た
方
向
に
向
か
わ
せ
な
い

努
力
は
で
き
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
期
の
中
、
平
成
元
年
は
幕
を
開

け
ま
す
が
、
こ
の
年
は
、
消
費
税
が
導
入
、

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
発
覚
が
尾
を
引
き
、

短
命
内
閣
（
竹
下
、
宇
野
、
海
部
）
で
、

政
治
の
弱
体
を
晒
し
ま
し
た
。国
外
で
は
、

天
安
門
事
件
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
が

世
界
を
揺
る
が
せ
ま
し
た
。
し
か
し
バ
ブ

ル
好
調
期
の
日
本
は
、
当
時
世
界
企
業
時

価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
上
位
五
十
社
中

三
十
二
社
が
占
め
て
い
ま
し
た
。因
み
に
、

三
十
年
後
は
、
ト
ヨ
タ
一
社
の
み
で
す
。

　
平
成
よ
り
令
和
へ
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天
安
門
、
ベ
ル
リ
ン
は
そ
の
後
連
鎖
的

に
ソ
連
邦
解
体
、
東
欧
の
変
革
へ
と
世
界

中
の
流
れ
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
東
西

冷
戦
の
終
結
で
す
。

　

翌
二
年
、
こ
の
世
界
情
勢
の
中
で
、
日

本
の
謝
罪
外
交
が
始
ま
る
の
で
す
。
盧
泰

愚
大
統
領
と
の
晩
餐
会
に
お
け
る
首
相
の

謝
罪
に
始
ま
り
、
長
崎
で
の
平
和
式
典
で

謝
罪
、
訪
北
朝
団
の
国
交
無
き
国
と
の
賠

償
支
払
い
、こ
の
辺
り
か
ら
、ど
う
し
て
？

何
故
？
と
思
わ
れ
る
方
向
に
向
か
う
の
で

す
。
こ
の
中
、
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵

攻
か
ら
湾
岸
危
機
、
原
油
高
騰
か
ら
、
株

価
暴
落
、
急
激
な
金
融
引
き
締
め
に
つ
な

が
り
一
挙
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
向
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
国
内
が
狂
騒
の
中
一
喜
一

憂
し
て
い
る
間
、
湾
岸
危
機
の
対
応
に
世

界
が
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
は
『
九

条
』
の
箍
に
よ
り
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の
石
油

依
存
度
一
位
の
国
な
の
に
出
来
る
事
は
殆

ど
出
来
得
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
一
事
は
、

長
く
日
本
に
対
す
る
評
価
を
下
げ
て
い
ま

す
。
百
三
十
億
ド
ル
の
支
援
金
と
、
避
難

民
輸
送
の
た
め
の
自
衛
隊
機
の
初
派
遣
に

も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
が
通
り
、
以
後

の
派
遣
協
力
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
首
相
に
よ
る
、
侵
略
戦
争
発
言
。
Ｋ

外
相
の
談
話
。ト
ッ
プ
た
る
者
の
発
言
は
、

如
何
に
長
く
、
又
メ
デ
ィ
ア
の
増
幅
に
よ

っ
て
広
く
喧
伝
さ
れ
る
か
は
実
証
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

九
州
普
賢
岳
の
大
火
砕
流
、
社
会
党
村

山
政
権
、そ
の
最
中
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、

こ
の
時
の
村
山
首
相
の
決
断
は
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
兵
庫
県
の
ト
ッ
プ
判

断
は
疑
問
を
残
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

衛
隊
無
く
し
て
は
そ
の
後
の
迅
速
な
復
旧

は
あ
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
リ
ン
事
件

に
始
ま
る
オ
ウ
ム
真
理
教
の
問
題
も
こ
の

年
で
す
。
禍
根
を
残
す
Ｍ
談
話
は
こ
の
年

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
三
年
、
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
を
き
っ
か
け
に
ア
メ
リ

カ
は
世
界
の
警
察
官
を
止
め
る
方
向
に
向

か
い
ま
す
。
自
国
は
自
国
で
守
る
べ
き
な

の
は
言
わ
れ
る
ま
で
も
無
い
事
で
す
。
そ

の
十
年
後
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
自

衛
隊
、
各
国
よ
り
の
支
援
救
援
活
動
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
他
、
地
震
、
風
水
害
、

台
風
様
々
な
天
災
が
起
こ
っ
た
の
も
こ
の

平
成
年
間
で
す
。

　

平
成
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
天
変
地
異

が
多
か
っ
た
事
は
皆
の
記
憶
に
残
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
現
在
の
上
皇

陛
下
御
夫
妻
の
、
民
に
寄
り
添
い
祈
り
の

皇
室
の
お
姿
は
広
く
深
く
人
々
の
心
に
染

み
渡
り
ま
し
た
。
元
号
は
、『
書
経
』
か

ら
「
地
平
ら
か
に
天
成
る
」
か
ら
と
ら
れ

て
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
様
を
体
現
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
事
と
感
じ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
特
記
す
べ
き
は
、
十
八
年
に

実
現
し
た
約
六
十
年
に
ピ
リ
オ
ド
の
一
歩

に
な
っ
た
教
育
基
本
法
の
改
革
で
し
た
。

「
道
徳
心
」「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」

「
伝
統
と
文
化
を
重
ん
ず
る
」
当
然
を
明

文
化
し
た
事
に
決
意
を
感
じ
ま
す
。

　

今
の
日
本
が
あ
る
の
は
、
先
人
の
お
か

げ
。
百
二
十
六
代
に
わ
た
る
皇
室
と
、
英

霊
を
含
む
全
て
の
人
々
へ
の
思
い
を
込
め

て
、
託
さ
れ
た
日
本
の
こ
れ
か
ら
を
し
っ

か
り
と
歩
む
一
人
で
あ
り
た
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。


